
議会報告会実施報告書 

開催日時 平成 30 年３月 29 日（木） 午後２時 00 分から４時 00分 

開催場所 横須賀市議会（議場及び第２・第４委員会室） 

出席議員 広報広聴会議委員 11 名 

杉田 惺、長谷川昇、南まさみ、井口一彦、嘉山淳平、小幡沙央里、 

本石篤志、二見英一、伊東雅之、ねぎしかずこ、小室卓重 

参加者 高校生 24名（県立明光、私立三浦学苑、私立緑ヶ丘、市立横須賀総合） 

※大学生（関東学院）12名のサポートあり 

実施内容 【第１部】議会からの報告 

・市議会の仕組み、人口減少問題、市長が掲げる横須賀復活の３構想 

【第２部】 

・グループディスカッション 「横須賀を魅力的なまちにするには」 

実施結果 
（主な意見） 

Ａグループ ・SNS を活用して登下校時の痴漢等不審者情報を配信すべき 

・積極的な企業誘致による、市内の幅広い職種の就職口の拡充 

・電車のない西地区の交通をより利便性の高いものにする必要性 

Ｂグループ ・若いうちから市の課題に対する問題意識を高く持つことの重要性 

・学校行事（卒業式・入学式等）を地域全体（まち）で祝える、地域と

共に育っていける環境づくりによって地域愛を醸成していくべき 

Ｃグループ ・「ﾂｲｯﾀｰ」や「ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ」を活用して積極的に情報発信すべき 

・公園の遊具を充実させ、子育て世代により配慮すべき 

・ペリー提督などの著名人を利用して市のマスコットを拡充すべき 

Ｄグループ ・学生向けにバスの運賃をさらに割引する補助制度を導入すべき 

・SNS（特に「ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ」）を活用した市政情報発信による地域振興 

・ｱﾆﾒｰｼｮﾝの舞台となった場所（聖地）を活用した情報発信 

Ｅグループ ・実質的法人税を極限まで低減させることによる企業誘致策 

・かっこいい（かわいい）魅力のある大人による情報発信 

・ｽﾄﾘｰﾄ・ｶﾙﾁｬｰ（ｽｹﾎﾞｰ、ｻｲﾌｧｰ、ｸﾞﾗﾌﾃｨｰ等）の公的保護 

Ｆグループ ・予約不要で世代を超えて利用できる体育館、図書室、学習室、会

議室が一体となった、充実した使いやすい公共施設の必要性 

・ダンスプロムナードを拡充した生徒間国際交流の更なる充実 

その他（報告

への質問等） 
 
 
 

 
横須賀市議会議長 様 
 平成 30年４月 12日 
  上記のとおり報告します。 
                          代表者   杉田 惺   


